
（別紙３）

～ 2026年 1月 10日

（対象者数） 57 （回答者数） 53

～ 2026年 1月 10日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
こどもたちの少し先を見据え、個々のこどものペースで、そ
の子らしく成長していけるよう、職員が必要な知識や支援に
ついて学んでいき支援に活かしていきたいと考える。

2

事業所の職員みんなで意見を出し合い考えていくことや、こ
どものニーズ整理の力をつけていく。また、他事業所と交流
する中でいろいろな活動などの情報を交換し合い、柔軟に取
り入れていきたいと思う。

3 各関係機関等と細やかな連携が取れるよう、職員の資質の向
上を目指していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 今後も個別対応は必要ですが、保護者の意見も聞きながら前
向きに検討していきたい。

2

地域の人との交流をすることは、こどもの豊かな体験的学習
や地域づくり、地域支援などに寄与すると考えている。地域
交流を行っている他の事業所等と連携し、今後実施できるよ
う検討していきたい。
また、今年度２月には児童福祉事業部主催のマルシェを通し
て事業所の理解の促進を目指していく。

3

不登校のこどもや学校に適応しにくいこどもの個別対応ができ
る利用枠を設けていること。 左記のようなお子さんは、外での活動経験を積む機会が少ない

と考える。少人数や個別、その子に合った環境や方法で体験的
学習や他者との関わり、自己実現の機会を提供するようにして
いる。

活動プログラムの充実。
個別で関わる必要のあるケースについては、個別で対応出来る
よう活動をプランニングしている。また、小グループで行う活
動についても、グループの中で認知や特性などニーズに分け
て、できるだけ多くのこどもに合わせられるように準備してい
る。

関係機関との連携。
こどものQOLの向上という視点から、事業所内での活動の充
実だけでなく、学校や家での生活の安定や充実も重要である。
こどもや保護者から上がってきたニーズを整理し、こどもに
とって必要な支援について学校等と連携をしている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保護者の意見交換会や研修会など、保護者の集まりの機会を設
けられていないこと。 現在は、保護者への対応を個々で行っている。

平日、土曜日と放課後等デイサービスを運営する中で、保護者
の集まりをどのように企画し運営していくかということを模索
している段階である。

地域交流があまりできていないこと。 今年度は、地域の方に柿の収穫をさせていただくことができ、
ニーズのあるこどもにはマッチして、経験の機会が叶ったが、
ごく少だった。こどもたちに対し、地域の方々と交流するに当
たって、興味関心をどのように持ってもらうか、どのように企
画を進めていけばよいのか、どのようなことに注意すればよい
のかなど、といったことも検討中。地域の方々には、発達支援
センターとはどういう役割を持っているかを知っていただく必
要があると考える。

2026年 1月 5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年 1月 15日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 こども発達支援センターのぞみ　放課後等デイサービス

○保護者評価実施期間 2025年 11月 25日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

こども発達支援センターのぞみ　放課後等デイサービス
公表日 2026年 2月 28日

利用児童数 年月日 57名 回収数 53

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。
51 2

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

47 3 3

・配置数は良いと思います。先生もとても良
いメンバーでいつも感謝しています。願いが
叶うなら、昨年までいた学校の困りごとや困
難なことの相談に乗ってもらっていた先生に
戻ってきて欲しいです。常に放デイにいて欲
しい先生です。
・お忙しい中で先生方のご負担が増えている
のかなと心配ではありますが、相談には対応
していただけてありがたいです。
・職員さんがいつもいます。利用時間中、そ
れ以外の時間帯で電話をしてもいつも対応さ
れています。ありがとうございます。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い
ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

48 2 3

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。
また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

53

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援
が受けられていると思いますか。

52 1

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と
合っていると思いますか 。

51 1 1

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて
いると思いますか。

52 1

・こどもをよく見ていただいていること
がわかります。計画の内容や説明や、振
り返り等、とてもよくわかります。

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの
「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支
援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適
切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います
か。 50 3

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。
52 1

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います
か。

51 2

こどもが取り組みたい活動もあると思う
ので、固定化する部分もあっていいと思
います。
・こどもがいつも楽しく通っています。
・色々な活動を組んでくださり、こども
も楽しく取り組めています。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会
がありますか。

12 12 10 19

・多分、他の所のこどもさんとの交流は
聞いていないように思います。
・放課後等デイサービス内では他の児童
と関わっているので、それで十分と思い
ます。
・本人が恐らくしたがりません。今は必
要ないと思います。
・児童クラブに行っていると、知らない
人との交流は苦手なので負担になると思
います。なくていいです。
・放課後等デイサービス内では、他の児
童と関わっているので、それで十分と思
います。

・活動スペースをこどもの特性に合わせ
て仕切ったりするなど、臨機応変に環境
調整をしております。

・今後も職員一同研鑽を積んでまいりま
す。

・支援プログラムにつきましては、ガイ
ドラインに基づいた５領域を含み作成し
ており、これに基づいて支援を行ってお
ります。

・上記と同じく、ガイドラインに基づ
き、保護者やこどものニーズに合わせて
アセスメント、モニタリングを行い、個
別支援計画を作成しております。

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供

・本人、きょうだいを含めたご家族の支
援等、個別支援計画に位置付けてご家族
全体を支える支援を行ってまいります。

・今後も支援計画に基づきながら支援を
継続してまいります。

・こどもの特性に合わせた活動を適宜難
易度調整をしながら、様々なプログラム
を職員全員でアイデアを出し合い、支援
を行っております。

・現在は行っておりませんが、今後皆様
の声を聞きながら検討してまいります。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

・広いプレイルームを使ってこどもの発
達に合わせた難易度で活動できる環境を
今後も整えてまいります。

・職員一同全力で頑張ります。

・こどもにとってわかりやすい環境づく
りを心がけております。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい
て丁寧な説明がありましたか。

53

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま
したか。

52 1

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています
か。

42 3 3 5

・利用を始めてすぐなのでまだ参加の案内が
ありません。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に
ついて共通理解ができていると思いますか。

52 1

・連絡帳＆メール、電話などでお伝え出
来ています。先生方からの連絡も頂いて
います。
・お迎えの時に話すようにしている。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

48 3 1 1

・定期的にもですし、何かあれば面談、
電話などで相談に乗って頂いています。
・送迎時に色々聞けます。
・困った時、悩んだ時など面談で時間を
取って下さり、助言してくれて助かりま
す。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。
52 1

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流
の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ
い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら
れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

23 9 7 14

・コロナ以降、なかなか機会が無いので
すが、出来れば希望されている方だけで
もそのような会に参加出来たら有難いな
と思います。
父母の会など、情報を交換出来たら嬉し
いです。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている
とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周
知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています
か。

51 1 1

・とても早いです。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると
思いますか。

51 2

・隔週利用なので、伝え忘れると伝え忘
れたままになってしまう。

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制
等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ
れていますか。 43 3 2 5

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。
48 3 2

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま
すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

47 2 4

・訓練の実施まではわからない。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓
練が行われていますか。

45 2 6

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、
安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

49 4

・こどもが「やりたい」と言った遊び
も、安全にできる環境に整えてからさせ
てくれています。

・今後も本人やご家族の思いに寄り添っ
た支援を行っていきたいと思います。

・こどもの保護者会は現在開催できてお
りませんが、交流の場を今後検討してい
こうと考えております。

・お迎え時に保護者と話をしたり、気に
なることがあれば連絡帳やメール、電
話、面談の場を設け、情報を共有してお
ります。

・ガイドラインに基づき、毎年公表して
おります。

・相談があるときは、気軽に申し出てい
ただき迅速に対応し、面談をするように
しています。こちらからお声がけするこ
ともあります。必要に応じて関係機関連
携を行うこともあります。相談できる体
制を整えており、支援計画のご説明時に
必ずお伝えしております。

・今後も個人情報の取り扱いには十分に
配慮していきます。

・各種マニュアルを策定しております。
保護者に周知を行いました。
様々な災害を想定した避難訓練や感染症
対策訓練などを実施しており、降所時の
伝達や連絡帳などで実施の様子をお伝え
しております。

・今後も定期的に避難訓練等、必要な訓
練を計画的に実施してまいります。

非
常
時
等
の
対
応

・安全確保計画に沿って、安全な活動環
境を確保するよう努力いたします。また
策定について周知しております。

保
護
者
へ
の
説
明
等

・契約時に充分な時間を取り、丁寧にお
伝えするように心がけております。ま
た、不明な点はいつでも対応しお答えで
きるようにしております。

・個別支援計画作成時期には、保護者の
方とお子様の現在の様子についてお話を
させていただき、モニタリングの内容や
個別支援計画内容のご説明をさせていた
だいております。

・三原市で行われている家族の集いや、
ペアレントトレーニングのほか、研修会
などの情報提供をメールや個別にお伝え
しており、実際にペアトレを始められた
保護者様や、家族の集いに参加されてい
らっしゃいます。

・利用時の活動のご様子を、保護者のお
迎え時にお伝えしております。また、家
庭や学校でのご様子もうかがうようにし
ており、気になることがあれば保護者か
ら相談があり、面談の場や連携会議を設
けることが多いです。また、必要に応じ
て、学校・医療・相談支援とも連携を
とっております。
・上記と同じ



26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事
故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

51 1 1

・その都度丁寧に説明頂いています。
・迎えの時にも聞いています。

27 こどもは安心感をもって通所していますか。

51 1 1

・安心できる場として過ごせているよう
です。
・学校へは毎日「行きたくない」と言う
のですが、「学校には行かないけど、の
ぞみには行く」と言っています。こども
にとって安心で楽しい場所なんだと思い
ます。
・安心出来る場所として過ごせているよ
うです。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

49 4

・毎週のぞみに通所できる日を楽しみに
しています。のびのびと息子に寄り添っ
た活動を考えていただき感謝していま
す。
・はやく行きたい、と言っているので。
・一日も休みたくないようです。毎回、
とても楽しみにしています。
・いつも楽しみにしています。
・いつもありがとうございます。
・身体を動かすことが好きなので、のぞ
みでの活動をとても楽しみにしている様
子です。

29 事業所の支援に満足していますか。

52 1

・昨年のように学校の事など色々な相談
ができる人が放デイにいて欲しい。
・すごく満足していますが、小学校だけ
でなく中学校に進学しても息子が少しで
も安心して安らげる、自分らしくいられ
る空間、時間を作ってあげたいと願って
います。
・いつもありがとうございます。
・親子共に感謝し満足しています。いつ
も頼りにしてばかりで、私達親子のバッ
クには心強い先生方がついてくれている
ので本当に安心しています。助かってい
ます。
・とても満足しています。
・いつも本当にありがとうございます。
・いつも本人の様子や取り組みの様子な
どを話して下さり、嬉しいです。
・去年まで居た先生を、こどもがとても
求めていて、色々な相談にものって頂い
ていたので、戻ってきて欲しいです。こ
どももまた一緒に過ごせたらいいな、と
思っています。よろしくお願いします。

満
足
度

・今後もこどもたち、保護者にとってよ
り良い支援ができるよう、職員一同努め
てまいります。

・ケガ等が発生したときには、保護者に
迅速に連絡を取って謝罪と、様子につい
てお伝えしています。

・今後もこどもたちが安心して通えるよ
う努めてまいります。

・今後もこどもたちが楽しみに思えるよ
うな活動を行っていきたいと思います。



（別紙５）

こども発達支援センターのぞみ　放課後等デイサービス
公表日 2026年 2月 28日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

5

スペースには制限はありますが、活動や子ど
ものニーズによって部屋を使い分けていま
す。

安全に運営できるように、環境設定を行って
いきます。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である
か。

5

利用定員に対する配置は満たしております。
また、個別の対応が必要なこども、小集団の
ニーズのあるこどもなど、状況に応じて職員
を配置するようにしています。

こどもの特性やニーズに対して柔軟な配置と
対応に努めていきます。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている
か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化
や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

5

バリアフリーにつきましては、手すりスロー
プを設置しています。建物の構造上難しい面
がありますが、障害の特性によって環境調整
や、場所の確保等工夫しています。

共有部分や建物が分かれており難しい面があ
りますが、障害特性に合わせて利用環境を調
整していきます。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

5

こどもたちにとってわかりやすく、少しでも
心地よく過ごせるような空間づくりを心がけ
ています。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら
れる環境になっているか。

5

こどもの特性やニーズに合わせて、落ち着け
る場所を設けており、自由に使える環境にし
ています。

今後も、こどもの特性やニーズ、その時の状
況などに応じて、柔軟に対応していきます。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）
に、広く職員が参画しているか。

5

目標設定や振り返りを、職員全員で会議を行
い、情報共有を行っています。

今後も、会議の中で共有事項を伝え合うこと
や、日々の活動やこどもの様子についての振
り返りを行っていきます。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け
ており、その内容を業務改善につなげているか。

5

年に一度のアンケートをとおして、保護者の
意見を把握しております。

ご意見があったことにつきまして、改善でき
そうなことは迅速に対応したいと思います。
また改善が難しい事案についてもできるだけ
対応していく努力をいたします。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に
つなげているか。

5

職員会議等で、業務改善について話し合う機
会を設けています。

業務改善について話し合うておりますが、業
務内容や作業の効率化についても見直してい
きたいと考えています。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている
か。

5

今年度より発達支援センターの中核機能とし
ての外部評価を、今年度より行うこととして
います。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で
研修を開催する機会が確保されているか。

5

内部研修や外部研修を実施しております。ま
たその他外部研修を各職員が資質向上の為、
自主的に受けています。

よりよい支援ができるよう、職員の資質の向
上に努めていきます。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。

5

当法人ホームページに掲載しておりますので
ご確認ください。

支援プログラムを法人ホームページにて公表
しております。よりよい支援につながるよう
なプログラムを今後も考えていきます。

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計
画を作成しているか。 5

困り感・ニーズの聞き取り、検査等も行い、
こどもの実態を評価し、計画を作成するよう
にしています。

こども本人のアセスメントや、保護者からの
聞き取りを丁寧に行い、ニーズに合った計画
を作成するように今後も努力いたします。

13
放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責
任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こ
どもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。

5

児童発達支援管理責任者を中心に、こどもに
関わる全ての職員がモニタリング会議に参加
し、支援計画の見直しをしています。

会議の中でこどもに関わる職員一人ひとり
が、こどもにとってよりよい支援サービスを
提供できるよう、情報交換や意見交換をしっ
かりと行っていきたいと思います。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援
が行われているか 。

5

一人ひとりのこどもたちの支援に、どの職員
が関わっても同じ支援ができるように、計画
の目標についてみんなで話し合っています。

一人ひとりのこどもたちの支援に、どの職員
が関わっても同じ支援ができるように、計画
の目標についてみんなで話し合っていきま
す。

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ
ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな
アセスメントを使用する等により確認しているか。

5

学校や家庭、活動中の困り感の状況把握とし
て、必要に応じてWISCやSTRAW,URAWSS
などのアセスメントを準備していますが、す
べてのケースで行っているわけではありませ
ん。

あまり多くは行えていませんが、必要に応じ
てフォーマルなアセスメントを取り入れ、支
援に生かしていきたいと考えています。
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16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ
ンの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、
「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい
及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に
設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

5

ガイドラインに基づいて各支援の項目を個別
支援計画に位置付けて、具体的に支援内容を
あげています。

できるだけ具体的に支援内容を上げるように
していますが、「移行支援」につきましては
まだ事例がありません。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

5

担当職員を中心にチームで行っています。
個別の活動や、小グループの活動など、こど
ものニーズに合わせて丁寧に活動を考えてい
きます。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

5

グループ活動の内容は、グループや個人の興
味関心、個々のニーズに応じて工夫しながら
立案しています。

こどもの特性に合わせて、より安心で、より
楽しめて、より分かりやすい活動プランを考
えていきます。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放
課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。

5

一人ひとりの能力や特性、ニーズを満たせる
よう検討して支援計画を作成し、支援できる
ようにしています。

個別の対応が必要なこどもにも、集団活動を
提案することもあります。職員間で連携しな
がらこどもの反応にも留意し、スモールス
テップで取り組んでいきます。

20
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の
内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい
るか。 5

その日の活動などは事前に職員間で打ち合わ
せを行い、楽しめる活動を考えています。ま
た職員の配置などにも配慮しています。

今後も、チームで協力しこどもたちのニーズ
に応じた支援を行えるよう努めます。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援
の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

5

活動における支援内容の振り返りを、職員間
で行い共有するようにしています。

活動の中でのこどもの反応や気づきなどを支
援終了後に共有するようにしていきます。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に
つなげているか。

5

日々の記録は必ず取っており、振り返りも行
うようにしています。

記録を通して、より良い支援となるよう検証
し、改善につなげていきたいと思います。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直し
の必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。

5

モニタリング会議を行い、計画の見直しを定
期的に行っています。

モニタリングを通して、こどもの変化に気づ
き、必要な支援を見出していきたいと思いま
す。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組
み合わせて支援を行っているか。

5

基本活動に基づきながら、こども一人ひとり
に合わせた総合的な支援をおこなっていま
す。

ガイドラインに基づきながら、こどもの発達
段階や特性に応じた支援をしていきます。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決
定をする力を育てるための支援を行っているか。

5

自分なりの過ごし方を決めます。スケジュー
ルを自分で組みます。また、選択カードなど
を用いて意思表示できるようにしています。

こどもの特性によって、意思の表出手段は
様々であることを踏まえて、支援の方法を考
えていき、自分で決める力をつけていければ
と考えています。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

5

各種会議に参加する場合は、よく理解してい
る職員が参加するようにしています。

各種会議に、そのこどもをよく理解した職員
が参加できるようにしていきます。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、
教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

5

必要に応じて医療や学校など、関係機関と連
携をはかるようにしています。

連携の体制を整えていますが、こどもや保護
者にとって関係機関との連携のニーズが高い
ことを感じています。対応できる職員配置を
検討していきたいと思います。

28
学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時
刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）
を適切に行っているか。

5

事前に送迎の場所や時刻など必要事項を保護
者が学校と連絡調整をしていただき、こちら
が対応しております。

今後も適切に対応していきます。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支
援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。

5

1年生の途中、または2年生以降で利用に繋が
るこどもさんが多く、学校や家庭の様子から
アセスメントを行っています。

必要に応じて連携を図っていきます。

30
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所
等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等して
いるか。 5

放課後等デイサービスからの移行連携はまだ
ありません。

必要に応じて行っていきます。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー
パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。

5

他事業所と連携をはかり、互いのケースにつ
いて相談をしています。

事業所間で連携を取りやすい関係づくりをし
ていき、お互いに助言し合えるようにしてい
きたいと思っています。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す
る機会があるか。

1 4

まだ交流の機会はありません。 必要に応じて検討します。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。

5

定例会などに参加しています。地域の資源
や、他の事業所の現状をより知ることができ
る機会になっています。

自立支援協議会に積極的に参加できるように
していきます。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や
課題について共通理解を持っているか。

5

気になることや、悩んでいることなど気軽に
お話していただき面談をしています。また、
相談内容等は関わる職員間で個人情報に配慮
しながら共有しています。

こどもの様子や気づきなど、保護者にわかり
やすくお伝えするように努力していきます。
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35
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ
ラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機
会や情報提供等を行っているか。 4 1

ペアトレや家族の会などの情報提供をメール
にて行っています。

今後も情報提供を行っていきます。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を
行っているか。

5

利用契約時に、運営規定や利用者の負担につ
いて、などの諸説明を時間をかけて丁寧に
行っています。また、支援プログラムに関し
ましては当法人ホームページに載せていま
す。

保護者によりわかりやすくご説明できるよう
努めます。

37
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意
思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど
もや家族の意向を確認する機会を設けているか。 5

面談を行っており、保護者や本人の思いを
しっかりと聞き取るようにし、支援に生かし
ています。

今後もこども本人の思いや、保護者の思いを
大切にした支援計画となるようにしていきま
す。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行
い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。

5

個別支援計画の支援内容の説明を行い、保護
者に同意のサインをいただくようにしていま
す。

本人、保護者からの同意が得られるよう、丁
寧に計画を作成していきます。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必
要な助言と支援を行っているか。

5

要望に応じて面談を行っています。 より相談しやすい環境を整えていきます。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま
た、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしている
か。 5

まだ検討の段階であり実施に至っていませ
ん。

今後必要に応じて検討していきます。

41
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも
に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に
対応しているか。 5

苦情を受けた事例はありませんが、必要な体
制を整えていることを契約時に保護者に丁寧
に説明しています。迅速に対応いたします。

迅速に対応できるようにいたします。

42
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ
り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対
して発信しているか。

5

特別な活動等をする際や、周知すべき情報な
どは、メールを使って速やかに共有するよう
にしています。現在は、定期的な通信等は発
行しておりません。

今後、必要であればその他の方法を活用して
いくよう検討いたします。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

5

個人情報の取り扱いには十分留意しており、
契約時に説明を行い同意を取っています。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮
をしているか。

5

各ご家庭の状況により、情報伝達の方法を
メールや電話などで対応しております。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を
図っているか。

5

現在は行っていません。

46
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも
に、発生を想定した訓練を実施しているか。 5

ガイドラインに基づいて各種マニュアルを作
成しています。また、各訓練を順次実施した
ときには保護者にお伝えするようにしていま
す。

様々な想定をして訓練を実施していけるよう
努力します。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、
定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

5

BCPを策定しています。また、定期的に避難
等、各種訓練を実施しております。

BCPに基づき、必要な訓練を今後職員チーム
体制で取り組んでいきます。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し
ているか。

5

契約時には、病院の受診歴やアレルギー、既
往歴等確認するようにしています。必要に応
じて対応マニュアルを作成し、こどもに関わ
る職員が迅速に対応できる体制を整えていま
す。

丁寧に確認、聞き取りを行います。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応
がされているか。

5

指示書に基づいて対応するよう保護者と確認
を取り、必要に応じて消防にも登録を行って
います。

対応の訓練を実施いたします。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措
置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

5

安全計画を立て、送迎の安全管理、施設内外
の点検、プール前の危機管理研修や災害時の
訓練など各種訓練を行っています。

順次必要な研修や訓練があれば取り組んでま
いります。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全
計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

5

避難訓練実施についてのや災害時の保護者の
対応について書面やメールでお知らせしてい
ます。

書面やメールなどで周知をしていますが、き
ちんと伝わるよう努めます。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について
検討をしているか。

5

ヒヤリハットの事案が出た時には、速やかに
再発防止のための方策を検討しています。

改善点について会議を行い、職員全体で検討
し、迅速に対応していきます。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を
しているか。

5

毎月虐待防止チェックリストを職員がつけて
振り返るようにしており、定期的に虐待防止
委員会を開き、研修も行っています。

今後も虐待防止委員会などにおいて、日ごろ
から虐待について検討する場を設け、研修を
行い、防止に努めます。
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54
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に
決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放
課後等デイサービス計画に記載しているか。 5

身体拘束適正化委員会は設けております。現
在、該当者はいません。

必要があれば、説明等丁寧に行っていきま
す。


